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グローバル・ロジスティクス企業への挑戦

～郵船ロジスティクスの中期計画～

ITPUセミナー
日本の物流システムは
グローバル競争を勝ち抜けるか
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 社名:                  日本郵船株式会社

 設立: 1885年10月1日

 本社:  東京

 社長: 工藤 泰三
連結従業員: 55,000人超

NYK グループ ＆郵船ロジスティクス
NYK グループ ー 約130年の歴史
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郵船ロジスティクス - 会社概要
 創立 : 1955年（昭和30年）

 2010年 郵船航空サービス／NYKロジスティクス統合

 資本金 : 43億100万円／売上げ4,060億円（2013年度）

 連結従業員数 : 18,910名

 サービス内容

総合物流サービスソリューション
 産業別物流ソリューション／コンサルティング

 自動車部品・航空機部品・ヘルスケア・テクノロジー・リテール総合物流サービス

 プロジェクトカーゴ輸送・オーダーマネジメント

 輸送・保管 Visibility (Shipment/ Order tracking)

航空貨物輸送事業
 年間33万トン（2012年度取扱実績）物量をベースとしたフォワーディングサービス

 世界38カ国・57法人(国内＋海外）95カ国(代理店）のグローバル・ネットワーク

 特殊輸送（医療品、食品、半導体設備、美術品等）

海上貨物輸送事業
 年間55万TEU（ 2012年度取扱実績）物量をベースとしたフォワーディングサービス

 フルコンテナ輸送（FCL）/小口貨物輸送（LCL）・Break-Bulk /RORO輸送

ロジスティクス事業
 グローバルに 計 201万m2のロジ倉庫運営

 製品/部品 中央倉庫・配送

 ミルクラン・クロスドック

 リバースロジスティクス
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● 事業セグメント別
売上ポートフォリオ

● 地域セグメント別
売上ポートフォリオ

2016年度(計画)2013年度(見通し)

2016年度(計画)

ロジスティク
ス

41%

ロジスティク
ス

39%

その他
5%

その他
4%航空

27%

海上
27%

航空
26%

海上
31%

事業セグメント別売上構成

2013年度(見通し)

日本
19%

東アジア
19%

南アジア・
オセアニア

18%

米州
21%

欧州
23%

日本
18%

東アジア
20%

南アジア・
オセアニア

20%

米州
20%

欧州
22%

郵船ロジスティクス - 会社概要
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海外ネットワーク

倉庫面積: 2,013,000 m²
スタッフ: 18,910 名

as of Dec 31, 2013

(Global HQ)

Europe

76 拠点 (651,000 m²)

East Asia

85 拠点 (239,000 m²)

Japan

73 拠点 (68,000 m²)

America

64 拠点 (261,000 m²)

South Asia & Oceania

171 拠点 (794,000 m²)

海外ネットワーク
5 極体制
39ヶ国
297 都市
469 拠点

郵船ロジスティクス - 会社概要
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世界のコンテナ荷動き推移

世界の荷動き量（百万TEU） ｺﾝﾃﾅ荷動き伸び率 世界輸出数量伸び率

 

出所）Drewry, WTO

Ⅱ．グローバル物流市場の現状／物量全体スケール
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 2013年世界コンテナ荷動き概観
（単位：千TEU）

　＜東西主要航路＞

＜その他航路＞

　東西その他航路 21,455
　南北航路 30,330
　各地域内 74,485
　（東アジア域内 59,295 ）
　合計 126,270

　東西主要航路合計：50,263

総合計：　176,533　千TEU

欧 州

東アジア

15,38613,881

7,739

2,895

北 米
3,783

6,579

欧 州

出所）Drewry 

                                     注）●北米地域にはカナダ及びメキシコも含む 

                                   ●域内には国内輸送分も含む 

Ⅱ．グローバル物流市場の現状／物量全体スケール
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Ⅱ．グローバル物流市場の現状／物量全体スケール
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Overview for Worldwide Air Cargo Trade

Annual Volume of International WW airfreight is estimated to be 51million ton

The above ratio are estimated ratio of WW air cargo flow.

US-Asia 6%

US-Europe 7%Asia

43%
Intra-Asia 15%

Europe

26%

North 
America

15%

Africa

2%

S.AMR

6%

M.East

8%

Asia-EU 13%

Asia-US 10%EU-Asia 8%

EU-US 

11%
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国際航空貨物取扱空港ランキング
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世界の物流企業TOP50
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USA 3PL

Australia 3PL

Germany Ocean

South Korea Ocean

Denmark 3PL

Switzerland 3PL

France Parcel

China 3PL

South Korea Ocean

Germany Ocean

Japan 3PL

USA 3PL

China Ocean

Germany 3PL

USA Trucking

France 3PL

Canada Rail

Chile Ocean

France 3PL

USA 3PL

USA Trucking

USA Trucking

Kuwait 3PL

China Ocean

Germany 3PL

1位～25位 26位～50位

Germany 3PL

USA Parcel

USA Parcel

Denmark Ocean

Germany 3PL

Switzerland Ocean

Switzerland 3PL

Japan Ocean

USA Rail

USA Rail

Japan Ocean

France Ocean

Japan Parcel

France 3PL

China Ocean

Japan Ocean

USA Rail

France 3PL

USA Rail

Japan 3PL

Japan Parcel

Netherlands Parcel

Netherlands 3PL

Singapore Ocean

Canada Rail出所）みずほ銀行産業調査部作成
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コンテナ船ランキング ロジスティクス企業総合評価ランキング

出所）Alphaliner, Logibizより、みずほ銀行産業調査部作成

Ⅱ．グローバル物流市場の現状
グローバルロジスティクス企業の状況

会社名 国
船服量
（TEU)

1 APM-Marsk ﾃﾞﾝﾏｰｸ 2,640,409

2 MSC ｽｲｽ 2,378,073

3 CMA CGM ﾌﾗﾝｽ 1,502,959

4 Evergreen Line 台湾 801,363

5 COSCO Container 中国 775,342

6 Hapan-Lloyd ﾄﾞｲﾂ 717,383

7 APL (NOL) ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 636,090

8 Hanjin Shipping 韓国 634,624

9 CSCL 中国 603,334

10 商船三井 日本 539,324

11 OOCL 香港 451,572

12 Hamburg Sud ﾄﾞｲﾂ 450,259

13 日本郵船 日本 443,590

14 Yang Ming 台湾 385,352

15 PIL ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 370,092

16 川崎汽船 日本 353,017

17 Zim ｲｽﾗｴﾙ 341,565

18 Hyundai M.M. 韓国 328,655

19 UASC 中東湾岸諸国 286,458

20 CSAV Group ﾁﾘ 250,489

会社名 国 海運（TEU)
航空
（Ton)

1 DHLｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ ﾄﾞｲﾂ 2,772,000 4,435,000

2 ｷｭｰﾈ+ﾅｰｹﾞﾙ ｽｲｽ 2,945,000 948,000

3 DBｼｪﾝｶｰ ﾄﾞｲﾂ 1,647,000 1,225,000

4 ﾊﾟﾅﾙﾋﾟﾅ ｽｲｽ 1,241,000 892,000

5 UPSｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ 米国 700,000 862,000

6 CEVA ｵﾗﾝﾀﾞ 672,000 536,000

7 ｼﾉﾄﾗﾝｽ 中国 6,944,000 384,100

8 ｴｸｽﾍﾟﾀﾞｲﾀｰｽﾞ 米国 879,713 807,211

9 ﾎﾞﾚﾛ/SDV ﾌﾗﾝｽ 705,000 500,000

10 DSV ﾃﾞﾝﾏｰｸ 710,000 250,000

11 日本通運 日本 330,900 855,400

12 ﾊﾟﾝﾄｽ 韓国 1,512,444 330,485

13 郵船ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ 日本 600,000 500,000

14 ｱｼﾞﾘﾃｨ ｸｳｪｰﾄ 550,000 490,000

15 近鉄ｴｸｽﾌﾟﾚｽ 日本 465,047 869,225

16 ﾍﾙﾏﾝ ﾄﾞｲﾂ 407,665 513,278

17 UTi 米国 476,000 421,000

18 ﾀﾞﾑｺ ﾃﾞﾝﾏｰｸ 610,000 75,000

19 ｼﾞｵﾃﾞｨｽ ﾌﾗﾝｽ 385,000 152,000

20 CHﾛﾋﾞﾝｿﾝ 米国 258,756 45,000
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航空キャリア フォワーディング事業 海上キャリア

大企業法人

一般個人・個人規模法人

ロジスティクス事業

参
入

参
入

汎用性

特殊性

出所）みずほ銀行産業調査部作成
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グローバル物流企業／総合物流化の発展段階

Page 17

顧客

陸運 倉庫
ﾌｫﾜｰ
ﾀﾞｰ

空運 海運

顧客

陸運
（倉庫）

（ﾌｫﾜｰﾀﾞｰ）

倉庫
（陸送）

（ﾌｫﾜｰﾀﾞｰ）

ﾌｫﾜｰﾀﾞｰ
（陸送）
（倉庫）

空運
（ﾌｫﾜｰﾀﾞｰ）

海運
（ﾌｫﾜｰﾀﾞｰ）
（ﾛｼﾞ）

顧客

3PL化 3PL化 3PL化

3PL化 3PL化

顧客

3PL 3PL 3PL

3PL 3PL

4PL/LLP

過 去 未 来
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グローバル物流企業のビジネスモデルの将来図

Synchronized 
Supply 
Chains

Lead Logistics

Value-Added

Foundation Services

Service 

Offerings

Outsourcing 

Models
Incremental

Attributes
Relationshi

p

Pricing

Transport, 

Warehousing, 

Customs broking

3PL

Freight Forwarders

Lead 

Logistics 

Provider 

(LLP)

Supply Chain 

Integrator (SCI) 

or 

Lead Logistics 

Manager (LLM) 

Source: Adapted from  “Third-party Logistics Results and Finding of the 2004 Ninth Annual Study” Authors are 

C.J.Langley, Georgia Institute of Technology, G.R.Allen, Capgemini, and T.A.Dale, Fedex Supply Chains Services, 

Inc. 

• Broad Supply Chain 

Expertise

• Knowledge and 

information-based

• Inventory minimization

• End to end network 

optimization

• Advanced Integrated 

technology
• Total transport planning

• Operate and buy logistics 

services

• Project manage network 

improvements

• Single point of contact ; total 

wallet

• limited integration to transport 

with warehousing /geographical 

reach Multi-modal transport 

management

• Focused cost reduction

Collaborative 

more than 

Contractual 

Partnership

Contractual

Contractual

Contractual

and/or 

Spot

Shared risk 

and reward

Fixed and 

variable with 

some risk 

sharing

Fixed and 

Variable

Transactional

Transactional



COMPANY CONFIDENTIAL

19

グローバル物流企業のターゲット産業

医薬品
ﾍﾙｽｹｱ

ﾊｲ
ﾃｸ

航空
宇宙

政府
防衛

自動
車

ｴﾈﾙ
ｷﾞｰ

化学 ﾘﾃｰﾙ
消費財

ｱﾊﾟ
ﾚﾙ

食品 ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄ

K+N ○ ○ 生鮮品

Panalpina ○ ○ ○ ○ ○

Expeditors ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

DB Schenker ○ ○ ○ ○ ○

CEVA ○ ○ ○ ○ ○

Agility ○ ○ ○ ○

TOLL ○ ○ ○ ○ ○

APL Logistics ○ ○

Damco ○ ○ ○ ○ ○ ○

DP DHL ○ ○ ○ ○ ○ ○

TNT ○ ○ ○

UPS ○ ○ ○ ○ ○

FedEx ○ ○
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＊ グローバル物流市場は 成長市場

＊ 物量スケールの中心は アジア域内と
アジア／欧米トレード

＊ メガ・グローバル物流企業は欧米系
日系ロジスティクス企業とのスケール格差大

＊ 物流市場全体のスケール大きく、
必ずしも寡占化にはなっていない

＊ グローバル物流企業はフォワーダーから
3PL さらには LLP/4PLに進化中
特に 主要産業(自動車／ハイテク／航空機／
リテール／ヘルスケア)は3PL/4PLのターゲット

Ⅱ．グローバル物流市場の現状／サマリー
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メーカA社
配送セン
ター

〇〇〇電機
購買部

メーカA社
国内販社

購買発注生産発注

生産発注

生産発注

メーカA社
生産計画部

出荷
指示

国際物流・商流モデル（調達物流と販売物流）

〇〇〇電機
店舗

〇〇〇電機
配送セン
ター

納品

消費者

配送

直接配送

納品

（一時保管倉
庫）

積み港 揚げ港

納品海上輸送

メーカA社
海外自社工場

メーカA社
海外協力工場

見込・計画で動く

実際の需要で動く

販売
実績

在庫
実績
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第一段階 ： 海外輸出段階

→ 日本生産製品の海外輸出
第二段階 ： 海外販売の自営化

→ 海外販売網の自営化
第三段階 ： 海外生産の自営化

→ 生産工場の海外進出
第四段階 ： 調達のグローバル化

→ 生産用部材の海外調達
第五段階 ： 本社のグローバル化

顧客企業物流のグローバル化進展
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顧客ニーズ＝グローバルサプライチェーンの最適化

部材・部品

生産

製品・組立

生産
流通販売 消費者

デマンド

サプライ

汎用部材・原料 最終製品

距離・リードタイム

“デマンド”＝“サプライ”の同期化
“LEAN”

（ムダの排除）

 サプライチェーン究極の目標

デマンド

サプライ

デマンド

サプライ

調達物流 販売物流
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部材・部品

生産

製品・組立

生産
流通販売 消費者

デマンド

サプライ

汎用部材・原料 最終製品

調達物流 製品物流

距離・リードタイム

顧客需要への対応事例＝サプライチェーンの最適化手段

デマンド

サプライ

デマンド

サプライ

クロスドック

ミルクラン

オーダーマネジ
メント

VMI 在庫一元管理

クロスドック

総合物流ソリューション/ コントロールタワー

輸配送

輸配送
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truck & trace

ベンダー生産・搬入
コンソリデーション

トランスロード・配送 消費者

P/O

P/O

Basic System

Order Management

via WEB

コンソリデーション
国際輸送 トランスロード@クロスドッ

ク 配送

地域内配送

返品物流

業界別サプライチェーンモデル 〈Retail〉

Retail物流に活用されるノウハウ

＊バイヤーズコンソリデーション

＊Order Management

＊トランスロード＠クロスドック
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Los Angeles Cross dock
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業界別サプライチェーンモデル 〈テクノロジー〉

部材・部品生産
製品組立・生産

流通・販売 消費者

グローバルな部品調達

集約倉庫運営

在庫部品の
コンソリデーション

生産部品のキッテイング

補修部品の
在庫/配送
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小売店

RDC

CDC WMS RDC WMS

Umbrella

テクノロジー製品のCentral DCオペレーション

小売店

小売店

小売店

小売店

小売店

 各地域向けの製品を一旦倉庫(CDC)に集
約・保管し、CDCから各エリアの拠点(RDC)向
けに配送手配

統一在庫管理システム導入による全体最適の実
現＝トータル在庫の削減

在庫の一元管理
CDC

小売店

小売店

小売店

小売店

小売店

SubCDC
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＊ 顧客の生産・販売・調達のグローバル化が進展
日系顧客もグローバル顧客化

＊ 従来の個別最適物流調達から グローバル全体最適
サプライ・チェーンに深化

＊ グローバル物流企業のIndustrial Verticalマーケティングも併せ
I/V毎に 競争力のあるSCMモデル／ネットワークデザイン進展

＊ サプライ・チェーン・マネジメントの高度化
－ 商品サイクル短期化／少量多品種生産体制

E-コマース進展／新々興国の生産・販売
アウトソース進展
BCP・コンプライアンス対応
メーカー物流子会社のスピン・アウト

Ⅲ．顧客企業のグローバル物流ニーズ／サマリー
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INDEX

Ⅰ．郵船ロジスティクスご紹介

Ⅲ．顧客企業のグローバル物流ニーズ

Ⅱ．グローバル物流市場の現況

Ⅳ．郵船ロジスティクス中長期計画
グローバル・ロジスティクス企業への挑戦
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郵船ロジスティクス株式会社

中期経営計画（2014年度～2016年度)
）
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長期目標

総合力で世界TOP５／アジアNo.1の

総合物流会社

Page 34

営業収益 1兆円
営業利益 350億円
OFF 2 million TEU 

AFF 700K/T

ゴール

数値目標
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INDEX

Ⅱ．目標達成に向けた戦略

Ⅰ．数値目標
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2014～2016年度数値目標

4,000億円

2013年度見通し

48億円

4,300億円

2014年度

65億円

21億円

4,600億円

90億円

30億円

5,000億円

120億円

40億円

1兆円

2015年度 2016年度 長期目標

最終年度業績目標：連結営業収益： 5,000億円
連結営業利益： 120億円
連結経常利益： 120億円

営業収益 営業利益・経常利益 当期純利益

45億円

経常利益

営業利益

15億円
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航空貨物

2014～2016年度物量数値目標

（単位：TEU）

2013年度見通し 2013年度見通し

（単位：トン）

570,000

650,000

740,000

850,000

2014年度 2015年度 2016年度 2014年度 2015年度 2016年度

310,000

330,000

370,000

350,000

最終年度取扱目標：海上フォワーディング事業： 85万TEU
(ｸﾞﾙｰﾌﾟ計) 航空フォワーディング事業： 37万トン

海上貨物
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成長戦略

業務改革

戦略的投資

基本戦略

・アジア市場でのグローバルビジネス拡大
・海上・航空事業 ： ①ボリュームスケール拡大

②Ready-Madeプロダクツ強化
・ロジスティクス事業： 継続的改善による現場力強化
・総合物流サービス ： 成長産業と新興市場を核に総合物流サービス

（Tailor-Madeサービス） を拡大

・業務改革による利益率改善からグローバルBPMへの深化で、競争力を向上

・人への投資 ： コア事業と総合物流サービスを担うグローバル人材の育成
・システムへの投資 ： 基幹システム改善とBPM、

及び総合物流ソリューションの基盤を整備
・地域への投資 ： アジア強化のための施設/輸送ネットワークを整備

持続的成長

経営基盤の強化

戦
略
的
投
資

業
務
改
革

成
長
戦
略

持続的成長

経営基盤の強化

戦
略
的
投
資

業
務
改
革

成
長
戦
略
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Ⅲ-5.営業戦略

「Ready-Madeﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ営業」と「総合物流営業」の両輪で

お客様のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ物流に貢献できる世界ﾄｯﾌﾟｸﾗｽの総合物流企業へ

総合営業のインフラ強化（人材、IT、LT）

総合物流営業

（Tailor-Made ｻｰﾋﾞｽ･ｿﾘｭｰｼｮﾝのご提案）

Ready-Made ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ営業

強い現場力・Kaizen力

航空フォワーディング

コントラクトロジスティクス
海上フォワーディング

グローバル顧客

地域特性
ノウハウ

産業別
ノウハウ

3PL
ｿﾘｭｰｼｮﾝ

物流技術
（LT)

ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ
ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ(IT)
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物流最適化
ソリューション

リテール

ヘルスケア

食品 ASEAN

BRICs

メキシコ

トルコ
自動車

航空機

ハイテク

インド亜大陸

Industry ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

Ⅲ-5.営業戦略

産業別強化セグメントと重点地域

総合物流営業の戦略的アプローチ

産業 プロジェクト
カーゴ

物流最適化

ソリューション

地域
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グローバル・ロジスティクス企業への挑戦

～郵船ロジスティクスの中期計画～

ITPUセミナー
日本の物流システムは
グローバル競争を勝ち抜けるか


